
2019 年 3 月 福岡県公立入試分析と傾向 次年度以降の対策

国語 やや易化。昨年、問題構成および出題傾向がガ

ラリと変わったが、今年は昨年と同じ大問５題

構成だったため、過去問に取り組んでいた受験

生に焦りはなかったはずだ。ただ、記述形式の

ボリュームが多く、時間との戦いとなったであ

ろう。練られた良問ぞろいで手ごわい。

以下、大問ごとにまとめる。

大問１ 語彙・文法

単純な漢字テストではなく、その意味から漢字

を書かせる問題や貢献の類義語で「寄与」を選

ばせる問題等、出題に工夫がみられた。品詞は

今後も要注意。

大問２ 説明文

昨年と同じようなテーマの文章（日本と欧米と

の相違）だった。比較的読み易く、設問も少な

めだが、問２で７０字以内という長い記述解答

が求められた。

大問３ 小説

小鳥をめぐる祖母と少女の心情を描いた文章。

読み易い。問１の表現技法は新傾向で難しい。

問４、問５の記述に少し手間取ったかもしれな

い。

大問４ 古文

「沙石集」が題材。先生と生徒との会話をヒン

トにすれば、それほど難しくない。ここでも問

２（３）と問３で記述形式が２題あり。

大問５ 作文

昨年より易化。シンプルな出題。２段落指定の

ほか、条件をクリアしながら書きたいところ。

今回の入試問題を受けて、３点、注意事項を挙げてお

きます。

①まず、国語力は語彙力。知らない言葉や漢字に出会

ったときは、その都度調べてください。普段から「こ

とば」に対する感覚を磨き、日本語を上手に使いこな

す意識を持ちましょう。

②次に古典に関して。古文・漢文は、短くておもしろ

みのある文章を選び、まずは音読から始めましょう。

おおまかな意味を捉えることができれば十分です。

③最後に作文に関して。普段から「書き言葉」を意識

して使ってください。そして、試験の場合は「条件」

が設定されていますから、その範囲の中で、自分の主

張を書くように心がけましょう。

受験勉強において、国語という教科は最も勉強時間が

少なくなりがちです。ただ、母国語であるからこそ、

感覚に頼らず論理的に解く必要があるとも言えます。

現中２・中１生も、一度、今年の入試問題に挑戦して

みることをオススメします。学校の定期テストとは異

なり、初見の文章を大問１題につき約１０分で乗り切

っていかなければなりません。それも国語は入試にお

いて最も緊張する最初の教科になりますから、実は思

った以上に大変です。

素早く読んで理解して、素早く過不足なく書くために、

他教科と同様、どうしても訓練が必要になります。苦

手な人は、問題集を丁寧に解くことによって、まずは

平均レベルまで引き上げていきましょう。他のどの教

科においても、記述力（書くチカラ）が求められる時

代です。国語の学習はその基礎になります。

数学 大問構成は６題と例年通り。昨年度から記述形

式の問題が全体の約３分の１と大幅に増え、今

年はさらに配点の部分での変更もみられた。ま

た昨年度から試験時間が５分間延び５０分間

となったが、それでも受験生にとっては「時間

が足りない」という印象。

１計算・小問 問題数は９問で昨年と同じだ

が、配点が 21 点→18 点とダウン。しかし基本

福岡県の公立入試問題の特徴として、問題文がとにか

く長く、今年も昨年より増えておよそ１５０行。読む

だけでも時間がかかるが、考えながら読み、さらに記

述解答しなければならない。記号で答える問題も目立

ち始めたが、正確に答えるには、問題の意図を素早く

読み取る力、そして正しい知識と深い理解が必要であ

る。

できるだけ短時間で意味を正確に読み取る訓練、およ



的な問題ばかりなので、やはりここが得点源に

なるところ。今回久しぶり（Ｈ16 以来）に「グ

ラフを書く」問題が出題されていた。

２確率 新傾向問題。確率の問題が大問丸ごと

出題された。さらに(2)では、確率の高さを樹

形図や表を書かせて説明させるという問題で、

ここで時間がかかった生徒が多いと考えられ

る。

３文字式の利用 「数あてゲーム」を、文字式

を使って仕組みを理解させ、さらに別の解法を

考えさせるという新しい内容だった。時間をか

けてじっくり考えれば解ける問題だが、ここで

も大分時間を取られてしまったようだ。

４関数の利用 一般的な速さとグラフの問題。

難易度もそれほど高くはない。(3)では昨年か

ら出題されるようになった記述形式の問題で、

配点も大きく上位校を目指す生徒にとっては

ここが１つのポイントになったようである。

５平面図形 こちらも昨年同様、前半は図形の

合同と相似の証明。(3)では三角形の面積を求

める問題。過去の問題に同様の解法で解く問題

があったので、難易度の割には、答えまでたど

り着けた生徒もいたようだ。

６空間図形 問題数が昨年の２問から３問へ

と増え、前半は解きやすい問題。ただ、やはり

(3)の難易度は高い。図形の見方を変え、正確

にイメージしたり図示したりすることが必要

だ。

全体的な難易度は昨年よりやや易しくなった

印象を受けるが、得点源である大問１の配点が

下がったことや、新傾向で時間を取られてしま

ったことを考えると、平均点は昨年と同じくら

いで３０点をやや超えるくらいと予想される。

び問題に対して「なぜそうなるか」理解しておくこと

が必要。そのためには語句の意味をよく理解し、図表

に表したり、ポイントとなる箇所にマーキングしたり

していくという工夫も必要。

大問１の小問集合（18 点分）ではミスなく確実に得点

していくことがポイント。当然丁寧な計算が必要だが、

上位校を目指していく生徒は更に解答スピードも必要

になってくる。日頃から、問題を解くときに『時間を

意識して解く』という癖をつけておきたい。また２、

３、４、５の記述・証明問題（21 点分）ではやはり練

習量と、正しく理解しているかがポイントになる。今

年は２の傾向が変わって時間が足りなかった生徒も多

かったようだが、何をもとにして、どのように解くか、

その途中過程を重視しつつ、幅広い問題への取り組み

と練習量が必要だ。更に図形問題はそれぞれに難問が

待っている。

受験生へのアドバイスとしてまず、①解くための途中

過程を書くクセをつけていくこと、②用語の意味を正

しく理解していくこと、③様々な問題に幅広く取り組

み、題意をつかむ練習をすること、④自分の弱点を知

り、苦手な単元に対してとにかく早めに、前向きにコ

ツコツと復習、そして質問すること！



社会 出題傾向に変化はなく、全体として「やや易化」

の印象。確かに、記述解答形式は多いが難問は

少なく、記号選択や語句問題も平易。従来、ど

ちらかと言えば、社会科は事前の準備による知

識量がモノをいう教科だが、思考力・記述力重

視の流れは当分続きそうな気配。まずます、そ

の場での判断力が大切になってきている。

大問構成は従来どおり、１と２が歴史（２０

点）、３と４が地理（２０点）、５と６が公民（２

０点）であった。難化傾向が続いてきた地理分

野が少し落ち着いた印象。

大問１ 歴史（古代～現代）

昨年同様、古代から現代までを網羅した形式。

全体として平易。問４の記述のみ難しい。

大問２ 歴史（近現代）

平易

大問３ 世界地理

ここは例年どおりでやや難しい。

大問４ 日本地理

資料問題が多いが、目新しい出題はなく、解き

易い。

大問５ 公民

記述形式が多いが、全体としては平易。

大問６ 公民

世界の食糧問題がテーマ。社会科のチカラとい

うよりは、読み取って適切に書くチカラが試さ

れている。

難化傾向にあった社会科だが、今年はその流れがいっ

たん止まった印象。あいかわらず記述解答形式は多か

ったが、それ程難しくはなかった。ただ、一問一答に

よる反射的な知識だけでは高得点は狙えない。教科書

をベースにした知識をもうワンランク上の使えるレベ

ルに上げていく必要がある。

総じて、マクロ的な視点と記述力が求められている。

自分の考えた答えを的確に表現するそのための訓練が

必要。そのためには授業中の思考が大切になる。板書

や答えを書き写すだけでなく、想像力を働かせること、

問題を解いた後は、解説を読んで考え方の道筋を理解

することだ。

もうひとつ付け加えておくと、時事的な要素が増えつ

つあるので、教科書だけでなく、世の中の動きに敏感

であること、それに関連することを自ら調べるような

学習姿勢が求められている。

①歴史は用語を正確に理解する。その際、時代と人物

と出来事をセットにしながら、知識を立体化していく

ように心がける。

②地理は資料やグラフに慣れ、分析する目を持つこと

を心がけてほしい。また、教科書以外から知り得る知

識や情報も役立つ。

③公民は世相を反映した出題が増えている。テレビで

ニュースやドキュメンタリー番組も見たり、大人どう

しの会話に割って入ったりするのもいい。身近な問題

から世の中に対する見識を広げていこう。

理科 例年通り４分野（生物・化学・地学・物理）か

ら大問２題ずつの構成。学年別では１年生の内

容が３題、２年生内容が２題、３年生内容が３

題と各学年からまんべんなく出題されている。

作図の問題、記述問題も出題された。作図問題

は例年に比べ平易なものであったが、記述問題

は内容を的確に理解したうえで、指定語句を使

って文章を完成させる問題が多く、思考力、判

断力、表現力が必要で難しい。筑紫丘や明善な

どのトップ校ではこの記述問題を正確に解け

たかによって合否が分かれる。全体的に幅広い

知識が必要とされる問題が多く、また計算量も

各学年の各分野から幅広く出題されます。記述問題は

知識を使って表現する力が必要です。そのためには日

頃からの積み重ねが大切。授業の内容を自分の言葉を

使ってまとめていくと良いでしょう。また実験では１

つ１つの操作に理由があります。『なぜ』を大切に取り

組んでください。教科書の文字を目で理解するだけで

なく、積極的に実験に参加することで、においや温度

など様々なことが経験として残るでしょう。また計算

が苦手な人も多いですね。まずは『単位』について理

解しましょう。『密度』＝『質量』÷『体積』という計

算方法を暗記するのではなく、『密度とは物質１㎤の質

量』という具合です。



昨年より増えていて、受験生全体の平均点は昨

年よりわずかに下がると思われる。

１植物の光合成に関する問題【生物分野：中

１内容】

光合成における気体の出入りを正確に理解で

きているかを問う基本的な問題

問１の記述問題は対照実験でわかったことを

答えるもので、正確な理解が求めら

れている。問３の具体的な操作を答える問題で

は発生した気体が酸素であること

から『火のついた線香を入れる』という操作が

導かれる。

２動物の生殖と遺伝に関する問題【生物分野：

中３内容】

動物の有性生殖の特徴に関する基本的な問題。

問１は減数分裂時の染色体の数の変化を問う

問題。問４は有性生殖における子の形質が親と

異なることがある理由を答える問題で『子の遺

伝子の組み合わせ』について述べる必要があ

る。

３水溶液の性質に関する問題【化学分野：中１

内容】

水溶液に関する問題だが、問３は苦手な生徒が

多い『溶解度』や『濃度』に関する問題。ただ

誘導が多く、グラフから容易に答えを出すこと

ができる。問２はろ過に関する記述問題。『ろ

紙の穴』という指示語から『固体の粒の大きさ』

について述べるとよい。問３(３)では『固体が

でき始めるまでは』という書き出しが指定され

ているが、固体ができた後についても述べる必

要があり、注意力が必要。

４塩化銅水溶液の電気分解の問題。【化学分

野：中３内容】

中３内容で定期テストでも多く解いていて易

しい。問１の塩素が持つ『漂白作用』

を答えさせる問題はやや難しいか。

５火成岩に関する問題【地学分野：中１内容】

幅広い知識と表現力が求められており、差がつ

く問題。問１の火山灰に含まれる鉱物が有色鉱

物である『カクセン石』を答えさせる問題は難

易度が高い。問２では『割合』という語句を見

①写すだけではなく大事なポイントや理解が不十分な

点もノートに書いておく。

②積極的に実験に参加する。『なぜ』を大切に。

③単位の意味を理解しよう。

３年生で習う内容はどれも難しいものばかりですか

ら、『復習』に使える時間は限られています。春休みを

有効に使って苦手分野を克服しましょう！３年間分の

内容がまんべんなく出題される高校入試の理科。残さ

れた時間は限られています。



出す点でやや難しい。

６天気の変化【地学分野：中２内容】

日本の天気の特徴を問う問題。天気図の正確な

理解が必要。問１は雲画像を参考に季節を判断

する問題。他にも風や前線など幅広く出題され

ている。問４の記述は指定語句をどう使うか、

迷った受験生が多かったと思われる。

７電流と電圧【物理分野：中２内容】

基本的な問題が多いが、苦手な生徒が多い分野

であり、克服できていたかで差がつく。問１の

回路図の作図は易しい。問２は比例のグラフの

特徴を正確に理解しているかを問う問題。問３

はグラフから２つの電熱線の抵抗を求め、さら

に並列回路に流れる全電流を求める必要があ

る。正確な理解と計算力が必要で難易度が高

い。

８運動【物理分野：中３内容】

作図と計算が中心だが内容的には易しい。問２

は実験結果から４つの計算をして表を埋める

問題。実際の実験に沿った内容である。また、

速さの『増え方』を答えさせる問題はやや難し

い。

英語 全体的に問題の形式、難易度とも昨年並み。英

語力を正しく身に付け、過去問や予想問題で練

習を重ねていれば解答できるものばかりだっ

た。

リスニング 形式、難易度とも昨年同様。生徒

たちによると、文と文の間隔が短く、選択肢を

読んだり図表を読み取ったりする時間が短い

と感じたとのこと。常に放送に耳を向けておき

ながら、問題冒頭のナレーションの間にできる

だけ目を通しておき、準備したうえで解きた

い。以前よりも、英語を聞きながら同時に情報

を読み取り、考え、解答するという即時性が求

められている。リスニングは、英語を日本語に

直さずとも内容が取れる割合の差が出ると言

える。

１（対話文選択） 会話の状況と流れをとらえ

ていれば答えられるので、できるだけ短い時間

ここ数年、特に昨年から顕著になっている特徴として、

「英文で表現する」形の出題が増えていることが挙げ

られます。筆記試験はもちろんのこと、リスニングで

も、英文での質問に対して英文で答えるという問題が

出されています。例えば、What kind of book do you like to

read? という質問に対しては、I like to read science books.

などと答えるべきです。しかし、日頃からこのような

質問に単語だけで答えているような学習では、なかな

か得点することができないでしょう。英語は「主語+動

詞」を中心として文を構成する言語であるということ

をしっかりと理解した上で、英文を作ることが大切で

す。What do you want to eat? という質問には、単に

Sandwiches. と答えるのではなく、I want to eat sandwiches.

のように、英文で答えるトレーニングをしましょう。

また、正確な英文を書くためにも、基本的な文法事項

を理解しておくことも欠かせません。

そして、リスニングでは即座に対応する力が求められ

るようになりました。設問と設問の間の時間も短いた



で確実に正解を選びたい。２の Is there anything

you want to eat?に I like sandwiches.で答えるのに違

和感を持った生徒もいたようだが、消去法で考

えるとそれしかない。

２（対話文読解） 伝統的なものを新しい方法

で用いたり楽しんだりすることについての会

話文で、昨年は会話の後に作成したスライドと

原稿を使った出題だったが、今年は英語の授業

で発表する内容とポスターだった。難易度自体

は昨年並み。問１の語句整序問題は数十年間変

わらない形式。①が間接疑問文で語句整序問題

の定番でもあるので、塾生は何度も練習済み。

②は接続詞 after を使った表現だが、その前の

around us が混乱を誘う。塾生には直前に people

around usの表現を確認させていたので救えた生

徒も多いはず。問２（１）の難しい英単語と同

じ意味を表す語を本文から探す問題は昨年と

同様で、今年は utilized（正解は used）だった。

文脈を押さえて意味を類推することに加え、

have の後なので動詞の過去分詞形である点も確

認できたかどうかで差がつく。問２（２）の空

欄補充は発表のテーマとして正しいものを選

ぶものに変わり、本文を正しく読み取れれば難

しくない。昨年と異なるのは、Today matcha is

loved by many people in Japan. Why?(matcha=抹茶)と

いう英問英答が加わったこと。Because it is very

delicious(good).や Because it’s easy for them(us) to

drink it.などあまり難しい表現は使わずに答え

ればよい。

３（エッセイ文読解） ケンが姉のメールによ

って、わずかな役割でも大切だと気付くという

話。本文や問題の難易度は昨年並み。問１は昨

年から出題の英問英答で、５語以上の英語で答

えなければならないので、主語と動詞から始ま

る完全な文を作れるようにしておく必要があ

る。問２は it の指す内容を日本語で記述する問

題で、昨年の２つから１つに減った。I’ll have only

one chance to play the cymbal during that time の部分

を正しく訳す。不定詞の形容詞的用法と前置詞

め、放送を聞いたらすぐに問題を処理できるようにな

らなければなりません。そのためには、毎日の勉強の

中で、常にネイティブスピーカーとのコミュニケーシ

ョンを想定したような学習をすることが良いでしょ

う。それは必ずしも英会話スクールに通うことではな

く、先生や友達と英語でやり取りをすることや、イン

ターネットなどのメディアをうまく利用していくこと

でも慣れていくことができます。ちくしんでは今春い

よいよ「オンライン英会話Ｒｅｖｏ」のコースが開講

します。これはネイティブ講師とのマンツーマン授業

により、英語で英語を教わる画期的な授業です。先ほ

ど述べたような、英語に即座に対応していく力を磨く

のに活用してみるといいですよ。

英語の４技能をバランスよく向上させるというのは、

一朝一夕にはいきません。中３の受験期になってから

英単語や文法を覚え直そうとしたり、慌ててリスニン

グやスピーキングの練習をしても、他教科の勉強もあ

るため、相当の努力が必要となるでしょう。まず中１・

中２の英単語や表現、文法事項は、中１・中２のうち

に習得しておくようにしましょう。そして英語学習の

際は、実際の発音を耳から聞き、まねしながら発音す

ることも取り入れることです。日頃からそうやって英

語に取り組んでおけば、受験生となった時に余裕をも

って受験英語に対応できるはずです。英語に自信をも

てるようになってきたら、英検や TOEIC BRIDGE などの

資格にも挑戦して、英語力に磨きをかけていけると良

いですね。

将来どのような進路に進む生徒でも、英語だけは必ず

必要になります。苦手なままにしていると、この先も

様々な面で苦労することになりますので、中学生のう

ちからしっかりと努力を積み重ねていくようにしまし

ょう。



during（＝～の間に）をきっちり押さえたい。

問３の難しい英単語の意味を選択肢から選ぶ

問題は文脈をつかんでおけば、essential が「大切

な」に近い意味だとわかるので正解は really

necessary とわかる。問４は例年通りの内容一致

問題で、選択肢が数字からカタカナに変わった

ことは影響なし。１つずつ本文と照らし合わし

ながら、間違っているものを消去することで確

実に正解できる。

４（自由英作文） 外国の友人から自分の町を

訪れるにはどの季節がいちばん良いか尋ねる

メールを受け取り、その返事を I think is

the best.という書き出しに続けて３０語以上で

書く問題。語数も昨年と同じでテーマも書きや

すかった。


